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資料４ 

天守耐震診断事業                                 

事業期間 令和 2 年 8月 31 日～令和 4年 9 月 30 日（令和 3年度事業繰越） 

 
１．事業を必要とする理由 

重要文化財丸亀城天守の所在地は、東南海・南海地震対策大綱に基づき指定された、東南海・

南海地震防災対策推進地域に含まれ、文化財の構造的な健全性の確保ならびに震災時における被

害軽減対策の強化が求められるところであり、天守は常時一般公開を行っていることから大地震

時にも倒壊しないだけの耐震性能を保有していることが求められるため。 
 
２．事業内容 

 (1)必要性耐震性能の設定 

目標とする耐震性能は、大地震時に倒壊せず、生命に重大な危害を及ぼさない『安全確保水

準』レベルとする。 

 

(2)天守耐震診断 

・限界耐力計算・・・立体フレームモデルを構築し、各層の静的増分解析により荷重変形 

関係を算出し、限界耐力計算を実施した。 

・時刻歴応答解析・・立体フレームモデルを構築し、時刻歴応答解析を実施した。 

  

【診断結果】 

天守は大きな耐震補強は必要がないが、部材が抜ける可能性があるので、その対策が  

  必要である。 

  

(3)石垣耐震診断 

①調査 

・石垣測量調査・・・石垣の構造検討のモデル化に使用するため、オルソ写真測量、縦横断図

作成する。データをもとに孕み出し検討を行う。    

  ・石垣レーダ探査・・石垣の構造検討のモデル化に使用するため、石垣控え長や栗石と地山

境界を捉える。 

  ・微動アレイ探査・・天守下部の地盤の S 波速度構造を把握し、盛土―地山などの地質構造 

の推定を行う。 

  ②耐震診断 文化庁の対策にのっとり、以下の検討を実施 

  ・孕み出し分析・・孕み出し指数による孕み出しの分析。 

 ・円弧すべり法・・石垣を含む斜面全体のすべり安定性を評価する解析手法 

・示力線法・・・・石垣に作用する土圧及び地震時慣性力と、石垣自重の合力の作用点を 

線で結び、転倒に対する検討を視覚化したもの。 

 

【診断結果】 

石垣の孕み出しについては問題ないが、今はまだ耐震診断中。 

重要文化財の名称 所在地 指定年月 建設年代又は時代 
重要文化財丸亀城天守           丸亀市一番丁 昭和１８年６月９日 万治三年（1660） 



                                                                   資料４−１ 
孕み出し指数による孕み出し分析 
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資料４−２ 
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資料４−３ 
石垣レーダ探査 

 
 ⽯垣レーダ探査による⽯垣控え⻑の測定結果 
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資料４−４ 
⽯垣アレイ探査 
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